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1. はじめに 

昨今の異常気象による河川防災上の観点から，計画水位と橋梁

桁下余裕の確保が求められている．一方，写真-1 に示すように，

都市部の住宅密接地帯における道路縦断嵩上げ高さにも制約が

ある．さらに，建設後 50 年を経過する橋梁の割合が 2028 年に半

数を占めるわが国の橋梁形式は，支承と伸縮装置を用いるものが

多く，損傷の原因として，これらの部材が劣化，腐食する事例が

挙げられている 1)．そのため，補強等に要する維持管理費の増加

が大きな課題となっている．このような背景から，桁高を抑える

ために鋼床版を適用するとともに，図-1 に示す支承および伸縮

装置を用いないことでライフサイクルコストの削減が期待でき

る橋台部ジョイントレス構造を検討対象橋梁に適用することに

した 2)．そこで本文では，剛結部に着目し，発生する断面力の算

出を行うとともに，頭付きスタッドで合成を図る検討を行った結

果について報告する． 

2. 対象橋梁の紹介 

 本研究では，写真-1 で示した東京都大田区に架かる「貮之橋」

のジョイントレス構造化への架替えを検討した．現橋は，橋長

13.2m という短い都市内河川橋である． 

3. 剛結部おける断面力の算出 

 道路橋示方書・同解説Ⅰ：共通編に基づき，対象橋梁を両端固

定ばりと見なし，その剛結部における断面力(死荷重，活

荷重ならびに温度変化)の算出を行った 4)．その結果を表

-1 にまとめて示す．ここで，本橋は架替後，支間長が 8.8m

と短くなり，文献 4)に基づき，活荷重による断面力は，L

荷重に加え T 荷重でも算出を行った．その結果，本対象

橋梁においては，衝撃の影響および群集荷重をも考慮し

た結果，L 荷重による結果が大きくなることになった． 

4. 剛結部の設計方針および比較検討の結果と考察 

 剛結部の設計方針として，道路橋示方書・同解説 4)および複合構造標準示方書 5)を参考に，せん断力の制限値の

算出，頭付きスタッドの本数および配置間隔の検討を行った． 
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写真-1 検討対象橋梁 

図-1 ジョイントレス構造の概要 

表-1 断面力算出結果 

 曲げ(kN･m) せん断(kN) 軸力(kN) 

死荷重 182 124 － 

活荷重(L 荷重) 642 465 － 

活荷重(T 荷重) 612 462 － 

温度変化 － － 18405 
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ここで，剛結部における各断面力に対する抵抗機構を図-3

に示す．曲げモーメントに対しては，曲げモーメントを偶

力 P に換算し，左右のフランジのスタッドで抵抗させ，軸

力 N とせん断力 Sに対しては，ウェブおよび下フランジの

スタッドで抵抗するものとする．図-3 に示した抵抗機構よ

り，スタッドの最低必要本数を算出した．  

本検討では，対象橋梁の架替え条件として計画高水位が上

がることから，桁高を可能な限り低くする必要があった．

さらに，経済性も考慮することを目的として，頭付きスタ

ッドの軸径 19mm および軸径 22mm の 2 種類に着目し，ス

タッドの必要本数および最低根入り深さの比較検討を行っ

た．その結果を表-2 に示す．同表より，軸径 19mm の場合，

スタッドの本数は多くなるが，根入り深さは短くできるこ

とがわかる．一方，軸径 22mm の場合，スタッドの本数は

少なくなるが，根入り深さは長くなることがわかる．図-4 に

軸径 19mm，図-5 に軸径 22mm を採用したスタッド配置の

概要をそれぞれ示す．本検討の主目的である住宅密集地で

の桁架設を重視すると，軸径 19mm を採用し設計する方が

適切であるが，今後，地震力や土圧など考慮した頭付きス

タッドの本数および根入り深さを検討する必要がある． 

5. まとめ 

 本検討は，住宅密集地の中小河川に架かる小スパンの単

純桁橋を低桁高，橋台部ジョイントレス化を図った橋梁に

架け替える際，剛結部構造の検討として，まず，断面力の算

出を行った．つぎに，19mm と 22mm の軸径に着目し，せん

断力の制限値の算出，頭付きスタッドの本数および配置間

隔の比較検討を行った．検討結果より，本検討の荷重条件

では，軸径 19mm を採用する方が適切である．  

今後，引き続き，地震力や土圧などを考慮して剛結部の

検討をおこなうとともに，鋼床版からコンクリート橋台へ

の力の伝達も含め，提案する剛結部の妥当性を検討するた

めの載荷試験を行う予定である． 
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図-3 剛結部における各断面力に対する抵抗

表-2 スタッドの軸径の比較 

図-4 軸径 19mm を採用したスタッド配置

の概要(寸法単位：mm) 

図-5 軸径 22mm を採用したスタッド配置

の概要(寸法単位：mm) 
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